
特集
01

～長門市の部活動地域移行の方針（案）～～長門市の部活動地域移行の方針（案）～

中学生のスポーツ・文化活動中学生のスポーツ・文化活動
持続可能な体制づくりを目指して持続可能な体制づくりを目指して

少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減
少
・

設
置
種
目
数
の
減
少

今
年
度
の
中
学
生
の
生
徒
数
は
711
人
で
、
現

段
階
の
推
測
で
は
５
年
後
に
は
626
人
、
10
年
後

に
は
469
人
ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

部
活
動
の
設
置
数
も
昔
と
比
べ
て
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

各
中
学
校
の
部
活
動
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

左
記
の
よ
う
な
現
状
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
も
、
小
・
中
学
生

や
保
護
者
か
ら
「
部
活
動
の
選
択
肢
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
や
「
人
数
が
少
な
く
て
困
っ
て
い

る
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
選
択
肢
を
増
や
し
、
中
学
生
が
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
で
の
活
動
へ
の
移

行
に
賛
成
」「
教
員
の
負
担
軽
減
は
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　全国で「休日の部活動地域移行」を段階的に進め
る取組が今年度から本格的にスタートしています。
　本市では、少子化により、すでに各中学校単位で
の部活動存続が困難となってきていることから、こ
の機会に、種目選択肢を確保し、持続的に活動でき
る体制を目指して部活動改革を推進します。

長門市教育委員会
生涯学習・文化財課　☎ 22-3526
学校教育課　☎ 22-3515

問

▼現状
・深川中学校以外の学校では、設置種目数が少なく、希望する種目
を選択できない

・団体競技の部員数が足りず、他校との合同チームで活動するしか
ない種目がある（現在、野球部は仙崎中と深川中の合同、バレーボー
ル部は深川中と三隅中の合同）

・少ない部員数での活動となるので練習内容の選択肢が少なく、効
果的な活動ができない

・種目経験のない教員が顧問を務めることも多く、技術的指導の困
難さや部活動運営への精神的な負担感が生じている

・休日を含めた部活動の指導を求められるなど、教員にとって大き
な業務負担となっている

中学校名 男子 女子 共通
仙崎中 野球※１、テニス、

卓球、剣道 バレー、テニス、剣道 吹奏楽、
カルチャー

深川中
野球※１、テニス、
卓球、剣道、柔道、
バスケ、陸上

バレー※２、テニス、
卓球、剣道、柔道、
陸上

吹奏楽、
美術

三隅中 野球、卓球、剣道 バレー※２、テニス、
剣道 吹奏楽

日置中 野球、卓球 バレー、テニス 吹奏楽

菱海中 野球、剣道 バレー、テニス

▼部活動の設置数

※１、※２…合同チーム
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方針（案）の２つの柱

い
つ
か
ら
？

令
和
７
年
度
か
ら
の
地
域
移
行
開
始
を
目
標

と
し
て
、
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
（
令
和

６
年
度
か
ら
一
部
試
行
を
検
討
し
ま
す
）

詳
し
い
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

長
門
市
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
に
持
続
的
に

親
し
め
る
環
境
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
１
回
長
門
市
部
活
動
改
革
推
進
協
議
会を

開
催

１
月
19
日
（
木
）
、
第
１
回
長
門
市
部
活
動

改
革
推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
会

を
構
成
す
る
委
員
は
市
内
の
中
学
校
長
や
保
護

者
、
学
校
・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
文
化
活
動
・

な
ど
の
関
係
者
で
す
。

会
議
の
中
で
、
事
務
局
の
教
育
委
員
会
は
、

こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
寄
せ

ら
れ
た
意
見
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
学
校
部
活

動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
関
す

る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
も
と
に
、
方

針
の
案
を
示
し
ま
し
た
。

参加を希望する市内の中学生が、平日・休日ともに複数の選択肢の中から活動種
目を自ら選び、まとまってスポーツ・文化活動を行える体制の検討を進めます。
組織運営体制、指導スタッフ、活動日・活動場所、種目選定などの詳細事項は、
これから部活動改革推進協議会で検討を行います。

方針（案）１の活動への参加を希望しない生徒を対象に、平日に各学校単位で、「ス
ポーツ・レクリエーション・文化活動」などの体験ができるクラブ活動を設置す
る体制の検討を進めます。（原則、平日のみ）
※活動日数や内容などは未定であり、公民館や地域との連携を視野にいれて、今
後、協議や検討を行います

参加を希望する市内の中学生が、活動種目を選び、参加を希望する市内の中学生が、活動種目を選び、
まとまってスポーツ・文化活動を行う体制づくり（平日・休日）まとまってスポーツ・文化活動を行う体制づくり（平日・休日）

各学校にレクリエーション活動などができる各学校にレクリエーション活動などができる
クラブ活動を設置（原則、平日のみ）クラブ活動を設置（原則、平日のみ）

⇒やりたい種目を選ぶことができる・専門的な指導を受けられる・学校外の交友
関係が広がるなどのメリットが考えられますが、活動場所への移動や参加費な
どの負担が生じる可能性があります。

⇒「移動せずに活動に参加したい」「気軽に活動したい」という生徒のニーズに
応えることを目的とします。
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